
幹 部 会 報 告 事 項 

令和 6 年 11 月 18 日 

総 務 局 

事 

項 
「令和６年度下半期職員表彰」について 

内 

 

 

 

 

 

 

 

容 

１ 趣旨 

顕著な功績があり、他の職員の模範として推奨するに値する職員や団体を 

表彰することで、被表彰者の意欲を高めるとともに、職員全体のモラールアッ 

プを図るもの。 

 

２ 日時 令和６年１１月２０日（火）１５時３０分～ 

 

３ 場所 第１会議室 

 

４ 表彰受賞者（詳細は別紙参照） 

各局区室から申請があった事例のうち、表彰に値すると決定した者を表彰 

【団体表彰】 

 ・財政局財政部資金課 

【能登半島地震・奥能登豪雨への職員派遣関連】 

 ・防災危機管理局総括支援チーム 

 ・財政局 

 ・環境局 

 ・健康福祉局（16 保健センターを含む） 

 ・住宅都市局監理指導課・営繕部・建築指導部 

 ・教育委員会事務局 

 ・消防局 

 ・上下水道局 

 

備

考 
本件は、１１月１９日に市政記者クラブへ資料提供予定です。 

（職員部人事課 内線２１２４） 



令和 6年度下半期職員表彰 表彰事例について 

＜団体表彰＞ 

区分 候補者及び事例の概要 表彰区分 

規則第 3条第 1号 

規程別表基準 1 

 

市の事務事業に

ついて特に顕著

な功績があった

場合 

財政局財政部資金課 

 

令和 3 年 10 月より返礼品を活用した個人からの寄附金の

確保に取り組み始め、取り組み開始前の令和 2年度に 7億円

余であった個人からの寄附金が、令和 3年度には 21 億円余、

令和 4 年度には 63 億円余と大幅に増加し、令和 6 年 8 月に

総務省より公表された「ふるさと納税に関する現況調査結

果」では、令和 5年度寄附額として 117 億円余となり、制度

に参加する 1,786 団体のうち、上位 7位に位置付けられた。 

ふるさと納税に関する報道等において本市は、主に市町村

民税控除額の多い団体として取り上げられることが多かっ

たが、寄附額が増えたことで返礼品についても取り上げられ

ることが増え、本市の食文化やものづくり文化、観光情報の

ＰＲにもつながっていることから、本市のイメージアップに

も多大な影響を与えた。 

団体 

 

＜令和 6年能登半島地震・奥能登豪雨への職員派遣関連＞ 

区分 候補者及び事例の概要 表彰区分 

規則第 3条第 1号 

規程別表基準 1 

 

市の事務事業に

ついて特に顕著

な功績があった

場合 

防災危機管理局「総括支援チーム」 

 

 令和 6年 1月の能登半島地震発生に伴い、総務省の「応急

対策職員派遣制度」の枠組みに基づいた要請を受け、総括支

援チームとして石川県七尾市に職員を派遣した。総括支援チ

ームは、現地の災害対策本部に参画し、七尾市長への助言・

報告や各災害対応業務に係る調整を行ったほか、被害状況に

ついての情報収集を行った。また、「対口支援」をスムーズに

実施するために、七尾市と本市の被災地域支援本部事務局の

橋渡しとして大いに活躍した。 

 令和 6 年 1 月 3 日から令和 6 年 6 月 21 日の期間、延べ 54

名の職員を派遣し、早期災害復旧に尽力し、被災地支援活動

に寄与したものであり、本市への信頼を大きく向上させた。 

団体 



規則第 3条第 1号 

規程別表基準 1 

 

市の事務事業に

ついて特に顕著

な功績があった

場合 

財政局 

 

令和 6年 1月の能登半島地震発生に伴い、令和 6年 1月 11

日から令和 6 年 6 月 18 日の期間、延べ 235 名の職員を派遣

し、石川県七尾市で主に建物被害認定調査業務に従事した。

当該期間は本来業務の繁忙期であり、派遣職員以外のフォロ

ーも必要不可欠であった。 

職員一丸となり、本来業務を滞らせることなく支援活動に

寄与したものであり、本市への信頼を大きく向上させた。 

団体 

規則第 3条第 1号 

規程別表基準 1 

 

市の事務事業に

ついて特に顕著

な功績があった

場合 

環境局 

 

令和 6 年 1 月の能登半島地震発生に伴い、令和 6 年 1 月 4

日から令和 6 年 1 月 25 日の期間、延べ 56 名の職員を派遣

し、石川県内でがれきなどの災害廃棄物や避難所で出るゴミ

などの回収作業を行った。また、公費解体業務においても、

4 名の職員を派遣し、災害により損壊した家屋等の公費解体

に係る申請の受付業務等を行った。 

職員一丸となり、本来業務を滞らせることなく、被災地支

援活動に寄与したものであり、本市への信頼を大きく向上さ

せた。 

団体 

規則第 3条第 1号 

規程別表基準 1 

 

市の事務事業に

ついて特に顕著

な功績があった

場合 

健康福祉局（16 保健センターを含む） 

 

令和 6年 1月の能登半島地震発生に伴い、令和 6年 1月 26

日から令和 6 年 2 月 14 日の期間、延べ 10 名の職員を DHEAT

（災害時健康危機管理支援チーム）として派遣し、保健福祉

活動の総合調整を行った。また、保健センター職員を含め延

べ 36 名の職員を石川県七尾市に派遣し、被災住民の医療・

保健等のニーズの把握等を行ったほか、被災者生活再建支援

金の受付窓口の立ち上げ業務等にも従事した。 

職員一丸となり被災地支援活動に寄与したものであり、本

市への信頼を大きく向上させた。 

団体 

規則第 3条第 1号 

規程別表基準 1 

 

市の事務事業に

ついて特に顕著

な功績があった

場合 

住宅都市局監理指導課・営繕部・建築指導課 

 

令和 6年 1月の能登半島地震発生に伴い、石川県内へ職員

を派遣し、被災建築物にかかる応急危険度判定業務を行い、

二次災害防止に尽力した。また、国土交通省からの要請を受

けて、石川県内にて被災宅地危険度判定業務を行ったほか、

応急仮設住宅の建設を行い、一時的な住宅の安定を図った。 

延べ 21 名の職員を派遣し、早期災害復旧に尽力し、被災

地支援活動に寄与したものであり、本市への信頼を大きく向

上させた。 

団体 



規則第 3条第 1号 

規程別表基準 1 

 

市の事務事業に

ついて特に顕著

な功績があった

場合 

教育委員会事務局 

 

令和 6 年 1 月の能登半島地震発生に伴い、石川県内へ教

員、スクールカウンセラー等を派遣した。被災地では、夜間

の避難施設における中学生への生活指導や昼間の学習指導

等にあたったほか、個別に配慮を要する児童生徒への支援や

児童の心のケア等を行った。 

職員の専門知識・技術を発揮し、被災地支援活動を行った

ことは、本市への信頼を大きく向上させた。 

団体 

規則第 3条第 1号 

規程別表基準 1 

 

市の事務事業に

ついて特に顕著

な功績があった

場合 

消防局 

 

令和 6年 1月の能登半島地震及び令和 6年 9月の奥能登豪

雨発生に伴い、令和 6 年 1 月 1 日から令和 6 年 2 月 12 日、

及び令和 6年 9月 21 日から令和 6年 10 月 3 日までの期間、

延べ 1,098 名の職員を派遣した。派遣先では、消防応援活動

調整本部において各県大隊等の統括指揮を実施したほか、要

救助者の救出・搬送や各航空小隊の統括指揮等を実施した。

また、派遣隊員以外も出動部隊の決定や情報収集・連絡調整

業務等を 24 時間体制で実施し、派遣隊員の後方支援を行っ

た。 

 社会的な影響の大きい大規模災害に対し、局全体で支援活

動にあたったものであり、本市への信頼を大きく向上させ

た。 

団体 

規則第 3条第 1号 

規程別表基準 1 

 

市の事務事業に

ついて特に顕著

な功績があった

場合 

上下水道局 

 

令和 6 年 1 月の能登半島地震発生に伴い、令和 6 年 1 月 1

日から令和 6 年 7 月 10 日までの期間、石川県七尾市及び珠

洲市等に延べ 988 名の職員を派遣した。派遣先では、被害状

況の調査や応急給水、応急復旧等の応援活動を行った。また、

派遣職員以外も、図面の作成や活動拠点の確保、SNS を通じ

た情報発信等の後方支援を行った。 

今回の応援活動は、期間、人数ともに過去最大のものとな

ったほか、多くのメディアで取り上げられ、上下水道局の技

術力の高さを発信するとともに、本市への信頼を大きく向上

させた。 

団体 

※能登半島地震について、上記所属以外も全市的に避難所運営支援業務等を行った。 



                             幹部会報告事項 

                             令和6年11月18日 

                             総 務 局 

事 

項 
中部電力株式会社との連携・協力に関する包括協定の締結について 

内 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 

容 

名古屋市と中部電力株式会社は、相互に緊密な連携・協力による活動を推

進し、市民生活の幅広い分野において市民サービスの一層の向上等に取り組

むことにより相互の持続的な発展を図ることを目的として、令和 6 年 11 月

19 日（火）に包括連携協定を締結します。 

１ 協定の名称 

  名古屋市と中部電力株式会社との連携・協力に関する包括協定 

２ 主な連携内容・連携事項 

  名古屋市総合計画 2028 の「めざす都市像」（５つ）の実現に向け、双方

協議のうえ定めた連携項目について連携・協力します。 

（１）人権が尊重され、誰もがいきいきと暮らし、活躍できる都市に関すること 

・老人クラブ活性化に向けた協力 

・特別支援学校･特別支援学級等の児童生徒の自立と社会参加に向けた協力 

（２）安心して子育てができ、子どもや若者が豊かに育つ都市に関すること 

◎市内小中学生向けキャリア教育プログラム・環境学習プログラムの提供 

・でんきの科学館等を活用した次世代教育への協力 

・トワイライトスクール等での学習講座の提供 

（３）人が支え合い、災害に強く安心・安全に暮らせる都市に関すること 

・災害情報メール配信サービス「きずなネット防災情報」の提供 

・災害時における停電の早期復旧に向けた協力 

・各種防災訓練への参加及び講習・訓練の実施 

（４）快適な都市環境と自然が調和した都市に関すること 

・再生可能エネルギーの効率的な利用と省エネルギー行動の促進に向けた 

協力 

・なごや環境大学における「環境エネルギー塾」の開講 

・水道使用量の自動検針及びデータ利活用に関する実証実験の実施 

・電力データを活用した見守りサービスによる住環境整備への協力 

（５）魅力と活力にあふれ、世界から人や企業をひきつける、開かれた都市に関すること 

◎名古屋のまちづくり・都市の魅力向上への協力 

・港・水辺の魅力向上への協力 

＜連携の柱＞ 

上記◎の 2 事業を本協定に基づく取組みの柱として位置付け、連携を推進

します。 

備

考 
本件は、令和6年11月12日に、市政記者クラブへ資料提供しました。 

（総務局総合調整部総合調整課 内線 2223） 



幹 部 会 報 告 事 項 

令和６年１１月１８日 

経 済 局 

事 

項 

「建設技術フェア２０２４ｉｎ中部」及び「第１２回中部ライフガードＴＥＣ

２０２４～防災・減災・危機管理展～」の開催について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

内 

                    

 

 

 

 

 

 

 

容 

１ 会 期 令和６年１１月２８日（木）１０：００～１７：００ 

２９日（金）１０：００～１６：００ 

 

２ 会 場 ポートメッセなごや（名古屋市国際展示場） 

建設技術フェア     第３展示館 

中部ライフガードＴＥＣ 第２展示館 

 

３ 「建設技術フェア２０２４ｉｎ中部」の概要 

 “建設現場の生産性向上を図る i-Construction”を始めとする先進建設技

術を紹介する展示や講演会を行うなど、建設技術の高度化と関連産業の商取

引拡大を図るべく開催します。 

(1)主 催 建設技術フェアｉｎ中部運営委員会（国土交通省中部地方整備

局、名古屋国際見本市委員会、公益財団法人名古屋産業振興公

社、一般社団法人中部地域づくり協会、公益社団法人土木学会中

部支部） 

(2)出展者数 ３８８企業・団体 ５４７小間・土間 

(3)本展示会の特色 

・中部地区最大級の建設技術分野の展示会です。 

・先輩技術者が直接質問に答えるなど、建設企業に興味のある学生に建設

技術の魅力を広く紹介する「学生交流ひろば」を開催します。 

 

４ 「第１２回中部ライフガードＴＥＣ２０２４」の概要 

防災・減災関連産業の振興と地域の防災力向上を図るため、防災・減災・

危機管理をテーマに、関連する製品やサービス等を幅広く紹介します。 

(1)主 催 名古屋国際見本市委員会／公益財団法人名古屋産業振興公社 

(2)共 催 南海トラフ地震対策中部圏戦略会議、中日新聞社、CBC テレビ 

(3)出展者数 ８０企業・団体 １２５小間・土間 

(4)本展示会の特色 

・巨大地図とプロジェクションマッピングを使い、名古屋港の防災を考え

る体験コーナーを設置します。 

・令和６年能登半島地震被災地で避難施設として設置されたインスタント

ハウスを展示します。 

 

５ 共通事項 

(1)入場料  無料、事前登録制 

(2)開会式  両展示会合同で開会式を開催します。 

１１月２８日（木）午前９時３０分から 

ポートメッセなごや イベント館 イベントホール 

備 

考 

本件は、本日、市政記者クラブへ資料提供します。 

（「建設技術フェア２０２４ｉｎ中部」については、国土交通省中部地方整備

局及び長野県、静岡県、愛知県、岐阜県、三重県各記者クラブと同日発表） 

（イノベーション推進部産業立地交流課 内線 2423） 























幹 部 会 報 告 事 項 

令和 6 年 11 月 18 日 
経   済   局 

事

項 

なごやまちなか実証「NAGOYA
ナ ゴ ヤ

 CITY
シ テ ィ

 LAB
ラ ボ

」における、AR コンテンツ等を活用した賑わい創

出への取り組みの実施について 

内 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 

容 

なごやまちなか実証「NAGOYA CITY LAB」において採択された「AR コンテンツ賑わ

い創出プロジェクト（in なごや寺町エリア）」の一環として、AR（拡張現実）、XR（ク

ロスリアリティ）、AI（人工知能）技術を活用したなごや寺町エリア（東別院～西別

院エリア）の歴史スポットのガイドツアー体験会を実施します。 

 本プロジェクトにより、同エリアで開催される「NAGOYA
ナ ゴ ヤ

 ANTIQUE
アンティーク

 MARKET
マーケット

」への来訪

者を周辺地域へ回遊させるとともに、外国人観光客の誘引を含めた地域の賑わい創出

等を図るため、下記体験会を実施しますので、お知らせします。  
記   

１ 実施概要 

開 催 時 期 2024 年 11 月 23 日（土）・24 日（日）10:00－16:00 

開 催 場 所 
なごや寺町エリア（東別院～西別院エリア） 

※東別院別院会館 1 階特設ブース（名古屋市中区橘 2 丁目 8-45）で受付 

実 施 内 容 

① 外国人観光客向け AR ガイドによるなごや寺町ガイドツアー体験会  

二次元コードからスマホ等を使用して

楽しむことのできるなごや寺町エリア

の魅力を詰め込んだ AR冒険コンテンツ

（多言語対応） を提供。 

 

② なごや寺町エリアの歴史・未来体験会 

Apple Vision Pro などの最新 XR デバイ

スを活用し、東別院や西別院の建立から

2300 年における仮想のなごや寺町エリ

アの町の様子を再現するなど、当エリア

の過去、現在、未来を体感できる XR コ

ンテンツを提供。消費者市場ニーズを検

証する。 

対 象 者 

定 員 

  どなたでも参加可能（外国人観光客に限りません） 

  ②については一度に体験できる人数には限りがあります。 

参 加 費 用   原則無料（①のうち一部有料コンテンツがあります。） 

参 加 方 法 

  「NAGOYA ANTIQUE MARKET*」内東別院会館 1 階に設置される特設

ブースにて体験可能＊「NAGOYA ANTIQUE MARKET」とは 

なごや寺町エリアにて 4 月と 11 月の年二回開催される昭和・平成レトロから

世界中のアンティークが集結するマーケット。詳細は公式ウェブサイト

（https://nagoya-antique-market.jp/）をご参照ください 

 

XR コンテンツイメージ 

 

スマホ上のデジタルマップイメージ 

 

https://nagoya-antique-market.jp/


（経済局イノベーション推進部スタートアップ支援課 内線 3046） 

内 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

容 

２ 今回活用する株式会社 Palan のソリューション 

 

  AR Maps 
・地域の魅力を高める AR コンテンツをデジタルマ    

ップ上に配置し、AR 上で歴史上の建築物やデジタ
ルアートなど、「その場所に行くことでしか体験
できない」コンテンツを提供する AR 観光サービ  
ス 

・アプリ不要な WebAR の為、アプリダウンロードの 
手間なく観光客が手軽に体験可能  

  palan AR 
・ノーコードで利用者自身が WebAR を作成できる 

サービス 

・当サービスを利用すれば AR 製作知識やスキルが 
なくても、誰でも簡単に低価格で AR を作成可能 

 

３ なごやまちなか実証「NAGOYA CITY LAB」とは 

なごやまちなか実証「NAGOYA CITY LAB」とは、まちなかの至る 

ところで社会実証が活発に行われる「世界の実証実験都市なご 

や」を目指し、本市がまちなかでの実証を推進する事業です。 

詳細については、公式ウェブサイト（https://nagoya-city-lab.jp/） 

をご参照ください。 

（参考）「AR コンテンツ賑わい創出プロジェクト（inなごや寺町エリア）」 

民間フィールド 

フィールド名 なごや寺町エリア 

代表者 
なごや寺町まちづくり協議会 

代表理事 尾関 良祐 

フィールド 

概 要 

東別院～西別院エリアが対象。神社仏閣や仏具店

が連なる門前町商店街や名古屋城の城下町入り口

であった橘町大城戸跡があり、屋外マーケット等

も定期開催している。 

実証事業者 

事業者名 株式会社 palan 

代表者 代表取締役 齋藤 瑛史 

本店所在地 東京都渋谷区代々木 1-58-16 清水ビル 2F 

事業者説明 

ノーコードの WebAR 作成ツールやデジタルデジタ

ル観光マップなどのサービスを展開。日本中、世

界中に ARコンテンツを配置し、今住んでいる場

所、観光で訪れた場所、今使っているものに魅力

を付与し、現実をポジティブにとらえることがで

きるような世の中を作ることを目指す。 

 

備
考 

 本件は、１１月１５日付け市政記者クラブ及び経済記者クラブへ資料提供しました。 

 

https://nagoya-city-lab.jp/


幹部会報告事項 

令和６年11月18日 

健 康 福 祉 局 

事
項 

令和６年度世界エイズデー関連事業について 

内 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

容 

 
１ 趣旨 

   12月1日は、世界保健機関（WHO）が定めた「世界エイズ
デー」です。市民の皆様にエイズを知り、理解を深めていただ
けるよう、世界エイズデーにちなみ、２つの取り組みを行いま
す。 

 
 

２ 概要 
（１）「RED RIBBON LIVE NAGOYA 2024」の開催 

日 時：11月23日（土・祝） 11時00分から12時30分まで 
会 場：アスナル金山 明日なる！広場 
内 容：アーティストによるライブ、エイズ予防啓発 

トークショー（入場無料） 
 

（２）HIV等の無料検査会 

   日 時：12月8日（日）午前10時から午後４時まで 

   場 所：ナディアパーク６階（国際デザインセンター） 

   定 員：350名（予約制） 

予約期間：11月25日（月）から12月6日（金）まで 

内 容：HIV・梅毒・B型肝炎・C型肝炎を無料匿名で検査。当日

は採血のみ、結果は翌日以降に専用サイトで確認。 
 
 

参考 
過去３年間のHIV感染者・エイズ患者の発生状況 

 令和３年 令和４年 令和５年 

全国 1,054件 893件 951件 

名古屋市 67件 57件 76件 
 

備
考 

本件は、本日、市政記者クラブに資料提供します。 

（健康部感染症対策課 内線2631） 



What’s RED RIBBON LIVE?
わが国におけるHIV感染者・エイズ
患者の新規報告数は、依然として増
加傾向にあります。
この危機的な状況に歯止めを掛ける
ため、ラジオDJ山本シュウを中心に、
様々な著名人が各界から集結し、ラ
イブとトークを通じてエイズの予防
啓発を呼びかけるイベント。 それ
が「RED RIBBON LIVE」です。
ここ名古屋では今年で15年目を迎え、
より多くの方に啓発の声を届けてい
きます。

⼊場無料

2024年11月23日【土・祝】
11:00 開演 12:30 終演 （予定）

アスナル金山 明日なる！広場

------------- DATE&TIME -------------

----------------- PLACE -----------------
--------------- WEBSITE ---------------
https://fma.co.jp/f/event/?id=rr2024

主催：ＦＭ ＡＩＣＨＩ
共催：名古屋市

http://redribbonlive.net/

more info

------------- RED RIBBON LIVE -------------

ｕｉｕｎｉ （ユーニ） ＯｖｅｒＴｏｎｅ （オーバートーン）

ＴＨＥ ＡＧＵＬ （ジ アグル）

------------- RED RIBBON TALK -------------

Access

早川 明子(名古屋市昭和保健センター所長)

勝水 健吾(HIV当事者、産業カウンセラー、社会福祉士)

-------------------------- MC --------------------------

重田 優平 (ＦＭ ＡＩＣＨＩパーソナリティ)

協賛：一般財団法人公衆保健協会

後援：厚生労働省、公益財団法人エイズ予防財団、愛知県、ＡＮＧＥＬ ＬＩＦＥ ＮＡＧＯＹＡ

© google 2024

長谷川 美有貴(名古屋市南保健センター課長補佐)

https://fma.co.jp/f/event/?id=rr2024
http://redribbonlive.net/


幹 部 会 報 告 事 項
令和６年11月18日
名 古 屋 市 警 察 部

事項 犯罪発生状況と交通事故発生状況

１ 犯罪発生状況 【資料１.２】

(1) 名古屋市の状況等

〇 自動車盗 ～ 県内発生の約４割強が名古屋市内で発生

⇒ 各種防犯対策を組み合わせ、盗みづらい状況を作る

〇 自転車盗 ～ 刑法犯認知件数の１/４を占める発生

共同住宅、駐輪場、道路上で多発

被害自転車の約６割が無施錠

⇒ 確実な施錠、できればツーロック

(2) 闇バイトを介した強盗事件への対策【５つのポイント】

内 ① 狙われない対策 ② 防犯設備の強化 ③ 来訪者の対処

④ タイムリーに認知 ⑤ 命を守る行動

２ 交通事故発生状況（数値等は11/14現在）

(1) 交通事故死者数 （）内は昨年同期比

〇 年計 愛知県：124人（－３人） 名古屋市：30人（－１人）

〇 月計 愛知県： ９人（＋５人） 名古屋市：４人（＋２人）

(2) 11月発生の名古屋市内交通死亡事故（11/15発生分を含む）

〇 ５件の交通死亡事故が発生（11月１日、６日、10日、14日、15日）

〇 交差点内が３件(１件は自転車利用)、乱横断が１件(高齢者)

容 〇 被害者は高齢者４名と未就学児童１名

〇 自転車乗車は、ヘルメット未着用

(3) 留意点等 【資料３～５】

〇 ドライバーは、

・ 確実な安全確認と余裕を持った運転に努める！

・ 時間に余裕を持つ ⇒ 心の余裕､余裕のある運転につながる！

・ 夕暮れ時は早めのライト点灯！

〇 歩行者・自転車は

・ 明るい服装と反射材の活用！

・ 確実な安全確認と乱横断の禁止！

・ 自分の命を守るためにも、自転車乗車時は必ずヘルメットを着用！

〇 飲酒したら、

・ 絶対に運転しない！！

・ 翌日に運転予定があれば飲酒時間や飲酒量に注意！！



愛 知 県 警 察 本 部

生 活 安 全 総 務 課

住宅対象

侵入盗
事務所荒し 出店荒し

認知件数

件( ) 1,062 167 315 10,398 582
増減

件( ) - 19 - 5 - 118 + 1 ,092 + 170
増減比

％( ) - 1 .8% - 2.9% - 27.3% + 11.7% + 41.3%

認知件数

件( ) 1 ,225 認知件数

件( )

増減

件( ) + 92 被害額

（ 円）

増減比

％( )
+ 8.1%

件あた り1
の被害額

（ 円）

被害額

（ 円）

増減

（ 円）

増減比

％( )

約 億 万34 2,018

約 億 万+ 1 1 3 ,7 8 1

+ 49.9%

自転車盗 性犯罪

特殊詐欺

刑法犯

総数

42,537

+ 3,311

侵入盗

2,282

- 273

- 10.7%+ 8.4%

約 万1,226

自動車盗

751

+ 179

+ 31.3%

Ｓ Ｎ Ｓ 型
投資詐欺・ ロ マ ン ス 詐欺

539

約 億 万66 0 ,867

令 和 ６ 年 1 1 月 1 2 日

NO.47

令和６ 年 月末 暫定値 の犯罪発生状況10 ( )

※性犯罪は、不同意性交等罪及び不同意わいせつ罪の合計
※増減・増減⽐は前年同期⽐
※特殊詐欺,SNS型投資詐欺ﾛﾏﾝｽ詐欺は組織犯罪特別捜査課による集計
※被害額は、ｷｬｯｼｭｶｰﾄﾞ手渡し型被害による事後引き出し額を含む
千円以下は切り捨て

令和６年１０月末における愛知県の
刑法犯認知件数（暫定値）は、42,５３７
件（+3,311+8．4％）でした。
前年同期と比べ、侵入盗は減少しま

したが、自動車盗や自転車盗などの
乗り物盗が増加しています。

基本的な防犯対策の徹底を

※（ ９月末暫定値）

全国各地で発生する 住宅を 対象と し た 強盗事件のニ ュ ース に
不安が高ま っ て いま す。 こ の機会に ご 自宅の防犯対策を
見直し て く だ さ い。

防犯設備の強化

・玄関、勝手口、
窓を強化

・防犯アラーム
を設置

狙われない対策

・安易に、 などでSNS
資産、外出予定、家族の

ことを公開しない

・地域全体で
防犯力をアピール

来訪者の対処

・不審者に
直接応対しない

・インターホン、ドアチェーン
宅配ボックスの活用

タイムリーに認知

・スマホに通知の来る
スマホ連動型防犯カメラ

などの設置

・すぐに 番110

逃げる！
隠れる！

命を守る行動

いわゆる を介した強盗事件発生を受けて



愛 知 県 警 察 本 部

生 活 安 全 総 務 課

住宅対象

侵入盗
事務所荒し 出店荒し

認知件数

件( ) 296 61 115 4,719 273
増減

件( ) + 5 + 26 - 22 + 333 + 87
増減比

％( ) + 1.7% + 74.3% - 16.1% + 7.6% + 46.8%

認知件数

件( ) 502
増減

件( ) - 145

増減比

％( )
- 22 .4%

増減

（ 円）
約 億 万+ 3 2 ,231

増減比

％( ) + 31.0%

+ 6.6% - 4.8%

特殊詐欺
（ 名古屋市部･･･尾張旭市を 含む ）

被害額

（ 円）
約 億 万13 6,286

性犯罪

17,614 636

+ 1,085 - 32

317

+ 80

+ 33.8%

刑法犯

総数
侵入盗 自転車盗自動車盗

チ ェ ッ ク ポ イ ン ト ■✔

令 和 ６ 年 1 1 月 1 2 日

NO.11

令和６ 年 月末 暫定値 の犯罪発生状況10 ( )

※性犯罪は、不同意性交等罪及び不同意わいせつ罪の合計 ※増減・増減⽐は前年同期⽐
※特殊詐欺は、組織犯罪特別捜査課による集計
※被害額は、キャッシュカード手渡し型被害による事後引き出し額を含む 千円以下は切り捨て

令和6年10月末における名古屋市部の刑法犯認知件数
（暫定値）は、17 ,614件（＋1 ,085件、＋6. 6％）で、前年
同期と比べ増加しています。特に、自動車盗や自転車盗な
どの乗り物盗が増加しています。
愛知県の刑法犯認知件数 ４２,５３７件（前年同期比＋３,３１１件、＋８.４％）

基本的な防犯対策の徹底を
全国各地で発生する 住宅を 対象と し た 強盗事件のニ ュ ース に

不安が高ま っ て いま す。 こ の機会に ご 自宅の防犯対策を
見直し て く だ さ い。

防犯設備の強化

・玄関、勝手口、
窓を強化

・防犯アラーム
を設置

狙われない対策

・安易に、 などでSNS
資産、外出予定、家族の

ことを公開しない

・地域全体で
防犯力をアピール

来訪者の対処

・不審者に
直接応対しない

・インターホン、ドアチェーン
宅配ボックスの活用

タイムリーに認知

・スマホに通知の来る
スマホ連動型防犯カメラ

などの設置

・すぐに 番110

逃げる！
隠れる！

命を守る行動

いわゆる を介した強盗事件発生を受けて



愛 知 県 警 察 本 部

生 活 経 済 課

令 和 ６ 年 1 1 月 1 2 日

NO.48

注意はしているけど、訪問販売業者が訪ねてきても、
何に気をつければ良いかわからないわ。

特定商取引に関する法律があります！

□訪問業者は氏名や事業者名を名乗りましたか？
□勧誘する目的で来訪したことを告げましたか？
□勧誘する商品名やサービス名を告げましたか？

すべて□できない業者は悪質業者です！
（強盗の下見の可能性も…）

「帰ってくれ」と言っても居座られたり、契約を断って
いるのに、「また来る」と一方的に約束される場合もあ
ると聞くよ。

□インターホンやドアチェーンを活用して家に入れない！
□きっぱりと「帰ってください」と断り、それでも居座
られた場合は、「警察に通報します」と業者に宣言して
110番！

訪問販売業者は、特定商取引に関する法律３条により、
①会社名 ②売買契約の勧誘目的 ③勧誘する商品やサービス名
を告げなければならないと決められています。

悪質な訪問業者から消費者を守るために

絶対に
確認して！

き り と り 線

対
応
策

【 内鍵の近く に 貼っ て 、 玄関を 開ける 前に 読んで く だ さ い 】↓ ↓








